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久木留　皆さんはソニ とーいう会社が実際どん
なことをやっているかということを頭に想像しな
がら聞いていただくと、今、佐藤所長からあっ
たように、イノベーションというところで頭の中
でいろいろなものが活用されるのではないかと
思います。
　まず第一部ではソニーの水梨さんと中西さん
を紹介したいと思いますが、そのお二人を紹介
する前に一つ、イノベーションについてみんな
で共有の理解をしたいと思います。イノベ シーョ
ン、よく技術革新と訳すことが多いのですが、
それだけではなくて、実はその技術革新に伴う
制度の革新もあるのではないでしょうか。一例
を挙げますと、慶應大学の中にはデザインやマ
ネージメント、いろいろなものを結びつける研
究をしている所があり、そこの先生方が考えて
いるイノベーションの定義があります。一点目
は、誰も見たことも聞いたこともないものだとい
うこと。二点目は、だけど実現可能なものであ
ること。そして三つ目が大事で、物議をかもし
だすものであることです。誰も見たことも、聞い
たこともないものであるが、実現できるもの、な
おかつ物議をかもしだすもの…そういった意味
で、ソニーが今やっていることは、実はもの凄
いイノベ シーョンなのです。その辺りを中西さん
と水梨さんのほうからいろいろ話をしてもらいた
いと思います。
　最初は水梨さんからソニー全体のスポーツに
関わる取り組みについて、次に中西さんから今
回開発したイノベーションを起こそうとしている
スマ トーテニスセンサーについてお話していた
だきます。
　それでは最初に水梨さん、よろしくお願い致
します。
Sony「Join Together」上映
https://www.youtube.com/watch?v=YFK_-
UomvrQ
水梨　まず私のほうから、ソニーのスポーツに
対する取り組み全般に関してご紹介したいと思
います。実はいろいろな取り組みをしてきている
のですが、次の一歩を踏み出したいということ
で、新しい商品にチャレンジしてビジネスを始
めました。それに関する詳しいところは次の中西
から説明をしたいと思います。
　今、流れていたビデオは、ソニーが今までど
んなスピリットでやってきたかというのを説明し
たビデオです。井深というエンジニアと盛田と
いう企画・マーケティングの二人が、世の中の
ために何をしたらいいのだろうと考えながら新し
いものを生み出してきたスピリットを説明してお
ります。今日来ている中西は、先ほどスマ トーテ
ニスセンサーという商品の紹介がありましたけ
れども、うちのチームで盛田のような役割を担っ
ている者で、今日は残念ながらエンジニアの井
深に当たる者は来ていないのですけれども、私
のほうで代表していろいろご紹介をしたいと思
います。
　スポーツというのは、起源がどこというのは
なかなか難しい部分があります。Wikipediaな
どで調べたところ、もともと狩猟民族のころ、
狩りは一日中やっているわけではなく、その合間
に体を動かして楽しむというレジャーがその時
代からあったそうです。非常に長い歴史のある、
人間の根っこからくる欲求の営みであるという
ことがいえるのではないかと思っています。
　それに対してわれわれソニーとしては、私た
ちのグループとしても、何かしらそのスポーツの
発展や普及に対して貢献できないかということ
を考えて日々 やっております。ソニーはいろいろ
な大会にスポンサーシップという形で、スポー
ツの普及に対して力を入れています。毎年1月
の後半にホノルルで開催されるソニー・オープ
ン・インハワイというゴルフ大会や、毎年3月
にマイアミで行われるソニーオープンテニスと
いう大会で、スポンサーをやっています。FIFA
ワールドカップのスポンサーシップも今期で2
期目、8年間サポ トーをさせていただいています。
　商品、あるいはビジネスに関して言いますと、
コンシュー マ とーBtoBのビジネスの両方をやら
せていただいています。皆さん、テニスの試合
でチャレンジシステムというのをご存じかと思い
ます。このライン判定の技術はホークアイとい
うイギリスの会社が提供していますが、ソニー
のグループ会社の一つになっております。それ
から、スタジアムにカメラやテレビなどを配置し、
スタジアムに来た皆さんが楽しめるような機材
の提供をやっております。
　身に着けるタイプのウォー クマンなどもありま
す。走っている時は当然ですが、泳ぐ時もプー
ルの中で使えるものを開発して商品化しており
ます。僕も時々泳ぐのですが、退屈なのですね。
泳ぎながらでも音楽が楽しめるというような、人
の楽しみを広げる商品として提供させていただ
いています。
　それから、スキーの際にゴーグルの横に小さ
いカメラを付け、スポーツを楽しんでいる時の
ダイナミックな映像を記録して後で楽しむこと
ができる商品を出しております。
　ハンディカムは非常に伝統的な商品です。「手
ブレ」という言葉があったかと思いますが、作っ
ているメンバーがスポーツの場でもしっかり使
えるものということで、「歩きブレ」を開発しま
した。次は「走りブレ」だというので、今年は
第１部
トップスポーツを支える研究開発
（科学技術の応用）
講演： 水梨 利雅（ソニー株式会社）
 中西 吉洋（ソニー株式会社）
司会： 久木留 毅（専修大学文学部教授）
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小走りで撮影してもブレのない映像を撮ること
を目標に開発した商品を出させていただいてい
ます。非常に地味ですが、いろいろな場面で、
後で映像を見て反省する時や、レビューする時
に役に立つということで出させていただいてい
ます。
　最近の商品はスマ トーフォンと一緒に使われ
ることが非常に多いのですが、スポーツの現場
は埃だったり、雨が降ったりしますので、そうい
う所で安心して使える商品ということで、防水
や防塵のスマ トーフォンを提供させていただい
ています。この辺が商品、サ ビースの分野での
われわれの活動になります。
　それから、FIFAのワールドカップの例です。
ブラジルはサッカ をーする場はある程度あるよう
ですけれども、南米全体を見てみると非常に危
険であったり、子どもたちが心置きなくサッカー
を楽しむ場所がなかなかありません。よってこの
前のブラジル大会では、スポンサーシップだけ
ではなく、南米の子どもたちに安心してスポー
ツができる場を提供しようとなりました。持ち運
びのできるミニサッカー場施設を3基ほど準備
して導入を始めましたが、単純にものを提供す
るだけではなく、レフリー 役の子どももいて、子
どもたちが自分たちで判断をしてジャッジをする
というルールで行っています。仲間同士でコミュ
ニケ シーョンをして、「これはああだよね、こうだ
よね」ということがやっていける、コミュニケー
ション能力を養ってもらったり、リー ダーシップ
の能力を養ってもらおうということも含めて展開
をさせていただいています。現地のストリー トフッ
トボールワールドという団体様に協力させてい
ただいて、このような活動もやっております。
　また、これもワールドカップの時の活動です
けれども、2010年はアフリカのガーナ、カメルー
ン、2014年はコ トージボワールで、普段テレ
ビなどを楽しめないような子どもたちにワールド
カップの映像をぜひ見てもらおうということで、
非常に巨大なバッテリー を持ち込み、広場にプ
ロジェクタ をー置いて、ワールドカップの中継を
受信して流しました。初めて見る迫力のあるワー
ルドカップの映像に、子どもたちが非常に喜ん
でいる顔が見られました。こういう様子を見て
いると、それだけでも非常に幸せな気分になり
ます。このような活動もやらせていただいていま
す。
　このように、これまではスポーツ観戦中やス
ポーツ中に音楽が聞けるといった商品、サービ
スはやってきたのですが、今回、スポーツをす
る人自身に対して何かしら貢献できることがな
いかということで、テニスに着目して商品開発を
してまいりました。なぜテニスかというと、ソニー
にはテニス部がありまして、中西も何年か前ま
で部長をやっていましたけれども、ソニーの中に
はテニス好きが非常に多くて、自分のために何
かこういうものが欲しいという気持ちでエンジニ
アが開発を始めました。また、創業者の盛田昭
夫の実弟の盛田正明が、錦織圭くんに奨学金と
いう形で協力をし始めました。それによって、彼
はIMGアカデミー という所で修業したわけです。
今は、世界5位に成長した錦織くんを支援す
るなど、テニスに関してはソニ とーしても、創業
者の個人的にも、後押しをさせていただいてい
る種目になります。といったように、非常に関連
の深いスポーツということで、何かここに対し
てできないかというのが今回の商品になります。
ソニーはいろいろなエンターテイメント、物事を
楽しむための商品やサ ビースを提供し、音楽や
映画、ゲームを楽しむビジネスをさせていただ
いてきています。次はテニスを皮切りに、スポー
ツを楽しむ人に向けた商品を提供することで貢
献していきたいというのがわれわれの思いです。
ソニーのスポ ツー分野における取り組みを紹介する水梨氏（ソニー株式会社）
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　ここまでがソニー全体の取り組みになります。
続いて中西から、最初の商品であるスマ トーテニ
スセンサーについてご説明させていただきます。
中西　こんにちは。こういう機会を与えていた
だき、ありがとうございます。皆さんの多くは学
生さんで、これからどういう仕事をするのか、ど
ういう方向に進んでいくかという時に、われわれ
がやっていることという紹介だけではなくて、何
かこういう考え方やチャレンジの方向があるの
だというのを感じていただきながら聞いていただ
ければと思います。もし途中で質問があれば聞
いてください。よろしくお願いします。
　もともと私は、テニスを中学校ぐらいから20
何年間ずっとやっていたので、テニスで何かし
たいというのと、ソニーで何か面白いことをやり
たいということをずっと思っていたのがきっかけ
です。そういうと不真面目な感じもするので、テ
ニスを楽しんでいる人たちはどういうモチベー
ションがあるのかをきちんとリサーチして、そこ
を目指して商品を作ってきました。テニスをやっ
ている人にインタビュ しーた時の結果をざっく
りまとめると、上手くなった時に嬉しいという方
がほとんどです。実力はまだ初心者という人か
ら試合に勝つことを目指しているという人まで、
上達に対してはみんなモチベーションがあるの
で、そこをなんとか叶えられる商品にしたいとい
うのが根っこにあります。
　上達するためにやっていることを聞くと、一緒
にやっているクラブの先輩に聞くなど、周りの
人からのアドバイスというのが一番多くて、あと
はDVDを見て勉強するとか、最近はYouTube
でプロの選手の映像を見るなどありますけれど
も、スクールに通うとか、イメトレをするという
結果でした。やはり何かしらこの上達というもの
をきっかけとして、コミュニケーションを主眼に
した商品企画をしていきたいと考えました。今
回ご紹介するこのスマ トーテニスセンサーはテ
ニスを可視化するというところで、今まで見え
なかったものが見えるようになってくることを中
心において、いかにテニスをもっと楽しく盛り上
げるか、そして結果うまくなっていくかという部
分をコンセプトとして作ってきました。
　では、スマ トーテニスセンサ とーはそもそも何
だという話をしたいと思います。少しビデオをご
覧いただきたいと思います。
Sony「Smart Tennis Sensor」
h t t p s : / / w w w . y o u t u b e . c o m /
watch?v=pqMKgXBbSDI
中西　これは皆さんの普段使っているお店で
売っているものです。ここからデータを飛ばして
スマ トーフォンのアプリでデータを解析して表
示するというものになっております。簡単にどう
いう商品かだけご説明しますと、ラケットのどこ
に当たっているか、ボールの回転はトップスピ
ンなのかスライスなのか、あとはスイングのス
ピ ドー、ボールのスピ ドー、打ったスイングがフォ
アハンドなのか、バックなのか、サーブなのか、
そういうものを判定することができます。一緒に
ビデオを撮影することができるので、映像にデー
タをプラスして確認し、このショットの時はこう
いう打ち方だったのだ、こういうデータだったの
だということを振り返ることができます。実はこ
の商品を始め考えている時に、久木留先生と少
しお話をさせてもらって、こういったものは凄く
大事ですと言われました。スポーツで教える時
に、後で振り返ってもなかなか頭に入ってこな
い、体に入ってこない。よってその場での即時
フィー ドバックは凄く大事ですというお話をいた
だいて、今回の商品もライブモ ドーという、打っ
た瞬間にすぐにデータを飛ばしてアプリ上で表
示するというライブ機能を入れております。実
はこれがきっかけで、今日この場があったという
のもあるのですが、スポーツの上達に大事なと
ころは適宜先生方に話を聞きながらやっている
ところもあります。
　このデータは日々ためていくことができます。
例えば、どういうパーセンテージでフォアハンド
ストロ クーを打ったか、バックボレ をー打ったか、
ソニーが開発したスマー トテニスセンサーについて紹介する中西氏（ソニー株式会社）
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サ ブーを打ったかというデータがたまっていくの
で、今日の練習と先週の練習を比較して、打っ
たショット数のバランスを見るだけでも練習に
偏りがあるといったことが分かります。さらに詳
細画面がありますので、その日のフォアハンド
ストロークをどういうふうに打って、試合に負け
たのは途中でスイング速度が遅くなったからだ
というような、いろいろな使い方ができるような
画面を準備しています。お客さまからのもっとこ
ういう機能が欲しいという機能を追加して、ど
んどんアプリをアップグレ ドーすることで、さら
に皆さんにに使いやすいものにしていきたいと
思っています。
　先ほど少し触れた、ビデオを見ながらデータ
を確認する機能ですが、画面下にカラーボール
を並べています。これが1個1個のショットを
表しており、これをタッチして切り替えることで、
1試合のうちサーブのシーンだけを見たいとか、
スマッシュのシーンだけを見たいとかいうことが
できるようになっています。
　ショットのデータは、今日どれぐらい打ったか、
どれぐらいのバランスで打ったかFacebookに
シェアできるようになっています。今後、お互
いの結果をどんどん仲間内でシェアできるよう
な機能は強化していきたいと思っています。
　iPhoneとAndroidの両方に対応しておりま
すが、国内では今、ヨネックスラケットに対して
のみ売っています。この中にもテニスをやって
いらっしゃる方が何人か居ると伺ったので、ぜ
ひお店でお買い求めいただければなと思います。
さらに2015年1月には、北米のアメリカとカナ
ダで発売予定です。メー カ もーWillson、Head、
Princeのラケットに随時このセンサーが装着可
能になってきます。お持ちのラケットがWillson
だったり、Head、Princeの方は、それ用のラ
ケットに買い換えていく必要があるのですけれ
ども、もしBabolatや他のラケットメー カーの方
は、ぜひそのメー カーさんに問い合わせ「付け
てください」と言っていただければ、さらに増え
てくるかもしれません（笑）。よろしくお願いしま
す。
　Facebookですが、われわれのページはまだ
まだ小さいですが立ち上げています。スマ トー
テニスセンサ とー検索していただいて、ぜひ『い
いね』を押してもらえると、この商品もどんどん
拡散してありがたいので、よろしくお願いします。
　開発の道のりの技術的な背景として、この
センサーの中に大きく二つ特徴的なセンサーが
入っています。一つは振動センサーです。ラケッ
トのどういう所に当たって、どんな振動を得たか
という部分を感知するセンサーです。もう一つ
はどういうふうにラケット自体が動いているかと
いうのを取得するモーションセンサーです。一
つ目のセンサーは、打った瞬間、その一瞬をい
かに可視化するかというところに使われていて、
もう一つのモ シーョンセンサ はー、スイングの一
連の動きをどう可視化するかというところになり
ます。前者は振動解析技術と呼んでいるのです
けれども、ソニーがゼロから開発したというより
も、ずっと音楽、サウンドの分野でスピーカー
などを長年開発してきた中の技術の一つです。
音も一つの空気の波で、物質自体の振動も一つ
の波なので、同じノウハウを使えば何かできる
のではないかとエンジニアが基礎研究をずっと
してまいりました。そこにテニスをやっていたエ
ンジニアがラケットに応用できるのではないか
というところで、実は始まったというのもありま
す。
　後者のモーション技術のほうですが、これも
もともとロボットをやっていたり、アプリをやっ
ていたり、認識して解析するという部分が得意
でずっとやってきていますので、動きだったり、
音だったり、色だったり、人の笑顔だったりを
認識する技術を活用して解析をアプリでやって
表示しているという背景があります。
　モーションセンサーは少し難しいのですが、
バイブレ シーョン、振動センサーのほうは、ボー
ルが真ん中に当たると手に震動がこないけれど
も端に当たるとビリビリするといった感じで振動
データが取れます。もう一つのモーションセン
サ とーいうのは、こういうふうに動いているこの
動きと、この回転の動き、その二つをジャイロと
加速度センサーを用いて、これらのセンサー群
の情報を全部スマフォに送って、そこで解析し
て表示しています。
　実は今、かなり小さくなっています。グリップ
エンドにこれぐらい小さく付いているのですけれ
ども、もともとはかなり大きくて、開発初期のプ
ロトタイプをこんな所に付けたらラケットが振れ
ません。テニスにならないということで、私が
企画として入って、10ｇ以下必須というところ
でやりました。「落としたらどうするのですか？」
「いや、壊れないこと。でも電波が飛ぶこと。電
池がもつこと」といったいろいろな要求を広域
でぶつけていくので、「では、こうするか。では、
どこをそぎ落とすか」というチャレンジからスター
トしたのが懐かしいです。
　デザイナーも当然入ってきています。私たち
の商品は大体家で使うテレビなど家電が多いの
で会議室で議論するのが通常ですが、テニスの
商品開発をする時に、テニスのラリーをした後
にすぐに見るためには、やはりその息遣いと共
にデザインしないと絶対分かりません。ですか
ら、よく社内のテニスコー トに行って、デザイナー
と一緒に、「この画面はここの間に挟むと絶対に
鈍いです」とか、ラリー をして心臓がバクバク
している間に「画面の文字が小さいのでもっと
大きくしよう」とか、デザインも当然テニスコー
トで、現場で日々 やっております。やはりその現
場でないといい商品にはならないというのはわ
れわれのソニーに脈 と々続いているところです。
　次に、エンジニアの実験です。普段、実験と
いうと実験室のような所でやるのですけれども、
今回の開発品は小さいので、一番苦労したのは
耐久性です。すぐ壊れても困ります。テニスだ
と何回打つのだろうと考えた時に、1日2時間
ぐらいの練習で、1時間で500球ぐらい打つと
いったことを前提にしました。毎日使って、部活
で使う方が3年間もつとすると10万球になり
ます。よって10万球打ってもつぶれないように
テストしましょうということで、ひたすら全員で
壁打ちをしに行きました。「今日8000球やった
人は足りないので2000球打ってください」とか、
全部データを取って、それでも壊れなかったと
いうきちんとした基準をもって、商品化にゴー
が出たという背景があります。おかげさまでエ
ンジニアの何人かもテニスがうまくなって、日々
のわれわれのプロジェクトの懇親会テニスも楽
しくなってきました。
　この辺はかなりマニアックなのですが、この
スマ トーテニスセンサーから電波が飛んで、ベ
ンチに置いてあるスマ トーフォンがデータを受け
取ります。例えば、ラリー のリターンの時にこう
構えた時にベンチはこちらにあるかもしれない
ですし、サーブの時にはこう振り終わった時に
電波がこちらに飛びます。人間の体はほとんど
水なのですが、人体と同じ組成をしている人形
にラケットを持たせて、どの角度の時にどうい
う電波が飛ぶかというのを調べて、一番電波が
飛びやすいようなアンテナ設定をしました。他
にもいろいろな環境でエンジニアが持って歩い
て、もちろん電波法の範囲内で、社内の中のい
ろいろな環境の所で電波が飛ぶようにやってき
ました。始めは3ｍぐらいしか飛ばないというこ
とで話になりませんでした。テニスコ トーは20
ｍぐらいあるので20ｍ飛ばしてくださいという
ことで、この辺は非常に喧々諤 と々やりました。
最終的にはテニスコ トー2面分ぐらいの端まで
飛ぶようになりました。これだとテニスコ トーを
移動したとしても何とか電波が届くので、コー
チが横で見たりすることもできるということで
ゴーが出たという裏話の一つです。
　テニスコ トーは非常に暑くなるので、耐久試
験もやっています。一般的な商品でもやってい
るのですけれども、ラケットをわざと震わせてテ
ストをしたり、非常に熱い温風を当てて、これは
素材も含めてですけれども、何℃から何℃まで
商品がもつようにとか、どれぐらい劣化が少な
いかとか、そういうこともテストしてやってきま
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した。
　ということで、このスマ トーテニスセンサーは
ラケットに付ければ、ちょっとしたおもちゃみた
いなものかもしれませんが、実は凄い技術が詰
まっています。今流行のウェアラブルコンピュー
ター的な要素が詰まった商品で、新しい次の世
界ができつつあると感じております。
　最後に今後の展開を少しお話したいと思いま
す。今、このスマ トーテニスセンサーで取れるデー
タは、ラケットのデータとしてどういうものがあ
るのか、打った瞬間がどうなのかというだけです。
でもご存じのとおり、テニスはどこに入ったかと
か、相手がどう打った時にどう返したとか、知り
たいところは多いと思います。ですので、今後
は何かしらの手段を使って、どういう方向にボー
ルが飛んでいったのか、または、ホークアイの
ようなものも含めて、入ったか入っていないかと
いったことが一般のお客さまも楽しめるように開
発できないかという話をしています。こういうセ
ンサーが普及してみんなが買ったラケットの中に
センサーが入っていると、4人でダブルスをした
場合、4人のデータがどういうふうになっている
か解析されることで、実はあの勝利に貢献した
のは地味だったけど彼の動きなのかもしれない、
あの1本のショットが流れを変えたかもしれない
など、見えてくるかもしれません。プロの試合で
はそういうデータがどんどん出てくるのですが、
これを民間の、僕らみたいな素人のテニスのメ
ンバーでも楽しめるようなことに技術をどんどん
つぎ込んでいきたいと思っています。この辺り
はまだまだわれわれとしても物足りてないところ
なので、今後のアプリやサービスのアップデー
トをご期待いただければと思います。
　最後のビデオになります。もともとテニス好
きが集まって、エンジニアがやり始めて、ソニー
のエンジニアが集まってきて実現してきたので
すけれども、3年前か4年前ぐらい前から実は
構想は始まっていて、その時に作ったビデオで
す。実はこのビデオは今も繰り返しメンバーで
見ていて、目指すところはずっと変わっていませ
ん。少し登り方が遠回りしていたり、一足飛び
で行ったりという違いはあるのですけれども、最
終的にはこういう世界を目指したいと思っている
ビデオなので、ご覧ください。
Sony
「スマ トーテニスセンサー　コンセプトビデオ」
中西　ということで、きっかけはテニスですが、
この技術はいろいろなスポーツにも応用できる
と思います。今後、東京オリンピック・パラリ
ンピックを見据えるとまだまだ時間もあるので、
ソニーの技術としてもっと楽しい世界を作れな
いかというところで考えていきたいと思います。
よろしくお願いします。
　以上です。ありがとうございました。
久木留　今、中西さんのほうからソニーの紹介
がありましたが、僕は2年前でしょうか、ソニー
に行って水梨さんや中西さんの話を聞いた時
に、実はこの今のビデオを見たのです。その時
にもイノベ シーョンについて話しました。この前
の全米オープンで錦織くんが2位になりました
が、2年前は実はこんなところまでいくと思って
いた人はこの中に居ますか？　錦織選手が全米
で決勝まで行く、4大大会で決勝まで行くと思っ
ていた人は挙手をお願いします。ありがとうご
ざいます。錦織選手は今ランキング5位なので
すけれども、これから先、ウィンブルドンで決勝
まで行く可能性があると思う人は挙手をお願い
します。ありがとうございます。かなり変わって
きていますね。でも、実は水梨さんたちは、イ
ンテンションがイノベ シーョンにとって一番大事
だということを体現されていて、そういう意味で
は、今日ソニーという会社がうちの大学に来て
こういう話をしてくれるのは凄いことなのです。
あまり皆さんは感じていないかもしれませんが、
実はソニ はー14万人も社員が居ます。なおかつ、
売り上げを見れば、今年の3月31日で実は7
兆7600億もあるのです。ちなみにスポーツの
予算は255億しかありません。こういうことを
考えたら、その企業がここに来てこういう話をし
てくれるのは、実はあまりありません。ですから、
ゲストは一流なのです。我々の大学は一流です
か？　ということを考えることが凄く大事だと思
うのです。
　中西さん自身はこのビデオを作った時に日本
の選手が世界で2番に駆け上がると思ってい
ましたか？
中西　この時は全然まだ思っていませんでした。
何か日本でもきっかけができれば、10年もすれ
ばこういう世界が普通にくるのだなというのを
思いました。
久木留　凄いですよね。今言われたように、こ
んな時代が10年でくるということをソニーは考
えていて、では、われわれ大学人は考えている
かどうか。学生は考えているか。ここに参加し
ている人は考えているだろうかということを考え
てもらうのが今回のイノベ シーョンを通じて考え
てもらいたいことの一つです。
　中西さんと水梨さんの話を聞きながら一つ
思ったのは、ここにいらっしゃる皆さんもわれわ
れも含めて、実はイノベーションは起こしてい
けると思ったのではないかということです。とい
うのは、スマ トーテニスセンサーは振動やいろ
いろな技術が必要ですね。だけど、水梨さんが
説明したストリー トサッカー、あれは考えられま
せんか？　どうですか？　箱を作っただけです。
それだったら私もいろいろなアイデアがありま
す。ソニーに売り込むチャンスです。学生は、
もしかしたらここを機にソニーに就職していくか
もしれません。JSC（日本スポーツ振興センター ）
の人は転職できるかもしれません。どうですか？　
われこそはというアイデアのある人、ぜひ考え
ておいてください。このシンポジウム期間中に
ソニーに自分を売り込んでください。ソニ さーん、
私を買ってくださいと。参加者の皆さんには水
梨さんがどう見えているか分かりませんが、か
なり偉い人です。統括部長で、かなり力を持っ
ています。平井社長とツーカーで通じているか
もしれません。「一人専大から採ってやってよ」
といったら、採ってもらえるかもしれない。そう
いう人なので、ぜひいろいろな自分を売り込ん
でみてください。せっかくの機会なので、ソニー
の取り組みについてここを聞いてみたい、ここ
を質問してみたい、スマ トーテニスセンサーでも
いいです、水梨さんの話でもいいです。就活の
話でもいいです。いかがでしょうか？　どなた
でも結構です。ここまででどなたかありますか？　
先陣切って誰かいかがですか？　
質問者１　最近のテニスの試合では、チャレン
ジのシーンがありますよね。あれはプロの高い
レベルだと理解できるのでしょうが、素人はセ
ルフジャッジをしますよね。アウトなのかオンラ
インなのか、それが瞬時に分かるものができれ
ば、多分、ズルもできない公平性のあるテニス
の試合が行えるのではないか、そういうのも可
能ではないかというアイデアを私から提案しま
す。
中西　ありがとうございます。おっしゃる通りで、
ホークアイというのは本当に大きな大会でカメ
ラを8台とか用いて瞬時に3Dで計算して表示
するという、非常に大掛かりなシステムでやっ
ています。ただ、小さいカメラを置いておけば、
全体は無理でもこの辺にサーブが入っているか
どうかぐらい判断できないかなとか、そういうも
のは実際、基礎技術研究をやっています。あと
はテニススクールのように室内で固定した所に
それなりのきれいなカメラを置ければ、意外と
いけるのではないかという感じも思っています。
4Kなどが最近は出てきているので、ズームして
もそれなりの解像度があれば、入っているか入っ
ていないかとか、どのコー スに入ったぐらいは結
構分かるのではないかと思います。ありがとう
ございます。そういうアイデアもウェルカムです。
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久木留　ありがとうございます。特許がいけま
すね。他いかがですか？　せっかくの機会です。
では、一番後ろの方どうぞ。
質問者２　ソニーさんの強みを生かした商品
だったと思うのですが、今後、スマ トーテニス
センサーの家庭に向けたゲーム化など、そうい
うのも視野にはありますか？
中西　この商品自体のゲーム化かどうか分から
ないですけれども、よくある質問で「プレステー
ション4とつながりますか」みたいなことがあっ
て、当然データがクラウドにたまっていくので、
それをプレステーションのほうで何か表現する
というのはアイデア次第でできると思います。
ただゲームという表現がいいのか分からないで
すけれども、何か家で楽しむものと外で楽しむ
ものがつながることで、次の面白さがあるので
はないかというのは、実際同じビルにソニ コーン
ピュー ター のメンバ もー居るので、話はしていま
す。
久木留　他、いかがでしょうか？　アイデアを
売り込む、もしくは疑問に思ったこと、何でも結
構です。
質問者３　私は卓球部に所属しているのです
が、テニスと卓球はラケットを使う競技として
似ていると思います。そのセンサーは卓球にも
取り入れることはできるのでしょうか？
水梨　多分仕組みとしては似ていると思うの
で、頑張ればできる方向にあると思います。あ
とは卓球でどういうデータが取れたらいいか分
かっていなかったり、重さも何グラムぐらいがい
いのかとか、どうやって付けるのがいいのかとか、
卓球はどのぐらいの人がやっているのかとか、
そういうデータがあれば、われわれも他のスポー
ツへの応用はあるかもしれないと思っています。
久木留　他、いかがですか？　
質問者４　ボールにチップなりセンサーとかを
埋め込んだりすれば、もっと豊富なデータが取
れると思うのですけれども、いかがでしょうか？
中西　多分おっしゃる通りです。テニスではあ
りませんが、そういうボールも実際に商品として
サッカーなどで出てきています。多分もっと安
く簡単に取り付けられることができてくると、テ
ニスのラケットのデータにプラスそういうボール
のデータの組み合わせで、どこに入ったかとか、
スピ ドーとか、より精度高く、また他のデータも
取れるのは間違いないと思います。
質問者５　さっきの方も言っていましたが、例
えば野球やサッカーみたいなボールを使う競技
はたくさんあると思うのですが、もっと広い意味
でそういうことにも応用ができるのではないかと
思うのですが、そこはいかがでしょうか？
中西　実際われわれ水梨のもとにスポーツ好き
が多く集まっていて、日々実験はいろいろなス
ポーツでやっています。あとは、弊社の状況も
あって、なかなか全部に投資もできないので、
では次はどのスポーツに向けてやるか、まだテ
ニスをしっかりやりつつ、次はどこを狙ってい
くかという部分はまだ決めかねているというか、
研究中です。でも、間違いなく考えています。
久木留　他、せっかくですから、いかがでしょう？　
では、僕から一つ質問です。センサーは今もの
凄くキーポイントになっていますよね。ソニーは
その辺りも着目していますか？
中西　センサーは先ほど言った加速度センサー
ですとか、ああいうものはやはりスマ トーフォン
の普及が大きいようで、どんどん安く、誰でも
スマー トテニスセンサーのデモンストレ シーョン
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扱えるようになってきています。ソニーのエンジ
ニアに限らず、多分皆さんでも大学研究レベル
はもちろん、中高生でもちょっとしたセンサーが
いじれるような時代にきているので、もう当たり
前というか、当然のところなのかなということは
あります。あとカメラについては弊社は非常に
強くて、Xperiaという携帯電話の中にもいいカ
メラを載せているのですが、あのカメラもイメー
ジセンサーという意味ではセンサーなので、今
まで捉えられなかったセンサーは間違いなく今
後キーになるとわれわれも考えています。
久木留　吉田清司先生、突然ですが、バレー
ボールでソニーの技術で何か使えそうなものは
ありませんか？　吉田先生はFC東京のバレー
の総監督もやられているし、全日本のアナリス
トとしても超一流です。
吉田　バレーでもホークアイを使ってチャレン
ジシステムが導入されています。国際試合でも
導入されていて、おおむね監督や選手たちから
はジャッジの公正化、明確化ということで支持
はされているのですけれども、もう一つ問題が
起こっています。それは監督が戦術的な使い方
で、わざと試合を遅延させるためにチャレンジと
いうものを使う場合があるのですね。そうすると、
大体1回のチャレンジで1分半ぐらい試合が間
延びしてしまうのと、審判に委ねるというスポー
ツ本来の在り方から少しずれてきているという
ことを今感じています。正確さはいいのですけ
れども、少し本質的なところが技術の開発によっ
て変わってきているというところが今心配です。
ですから、できるならば、あのチャレンジももっ
と時間短縮で、またはチャレンジも1セット1回
に限定するとか、そのぐらいにしてもらったほう
がいいと思います。あまり機械に頼り過ぎると、
返ってスポーツの面白さ、楽しさが損なわれて
きてしまう、そういう私の心配が今あります。
久木留　今、吉田先生はコーチの立場、監督
の立場ということだったので、選手の立場で、
元NECのバレーボール選手で、ジュニア代表
だった方が来ておりますので、ぜひその辺りか
ら聞いていただきましょうか。JSCの岡田さん。
岡田　初めまして。JSCの岡田と申します。よ
ろしくお願いします。幾つかあるのですけれど
も、まずテニスセンサ をー始められたきっかけが、
やっている方が上達することがモチベーション
になっているということなのですけれども、今、
高齢化社会でもあって、確かにあのセンサーを
使って若い方であったり中年代の方は見て上達
して楽しむことができると思うのですけれども、
例えばもっと高齢化になって、70代ぐらいの
方もターゲットにしている商品なのでしょうか？　
どこをターゲットにしている商品なのかを少しお
伺いできればと思いました。
中西　まず今回の商品はラケットにセンサーを
付けてスマ トーフォンでつなげて見るというとこ
ろがあるので、スマ トーフォンを使っていらっしゃ
る方が一つ目にあります。ただ、いろいろ話を
聞いていると、データがたまっていくのが楽し
いみたいな、テニスの万歩計みたいな使い方が
できるというご意見もありました。その方は60
代後半の方なのですが、毎朝テニスをしている
そうです。孫に設定してもらって、データがど
んどんたまっていくのが楽しいとおっしゃってい
ました。例えばその上達とか技術的なことより
も、単純にデータが蓄積できるということをもう
ちょっとフワッとまとめて、「今日何球打ちました。
健康です」みたいな使い方ができるといいのか
会場の様子
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もしれません。溜まったデータで、遠く離れた
人でもコミュニケーションしやすくなるので、ア
プリとか、サービス側の工夫でいろいろなター
ゲットユーザーが広がっていける可能性がある
のではないかと考えています。答えになってい
ますでしょうか？
久木留　ありがとうございます。陸上の専門家
の野呂進先生。いろいろな人の意見を聞いて、
せっかくソニーが来てくれているのですから、お
二人にいろいろなアイデアを持って帰ってもら
いましょう。
野呂　私の専門は陸上競技なのですがゴルフ
が大好きで、この前もある測定に行ってきたの
ですが、まだソニーさんはゴルフの分析はされ
ていませんか？
中西　違うスポーツをどうするかという話はあり
ます。水梨の上司の役員などはみんなゴルフば
かりやっているので、水梨は毎回ゴルフはいつ
になるのかと言われていて、われわれは「じゃあ
投資してくれよ」と、こういうやり取りをしてい
るぐらいです。技術的には当然可能性はありま
すが、今は将来の一つとして考えているぐらい
です。
野呂　私がこの前測定してきたのは、デンマー
クのトラックマンという会社のもので、瞬時にい
ろいろなことが出てくるのです。あれは値段的
に個人では買えません。250～300万するの
です。あれが先ほどのテニスのような値段で買
えるように、ソニーでうまく開発して、安く売っ
て普及させてほしいなと思います。
中西　ある程度の値段は必要だと思います。い
くらぐらいだったら買ってくれますか？
野呂　15万円ですね。私から見て、それだけ
価値のある測定機器だったのですね。だから、
松山くんも今自分で個人で買ってやってるので
すね。それが安く一般の人に普及できる値段に
早くソニ さーんが開発してやってもらえればと思
います。
中西　ありがとうございます。15万円目指しま
す。ゴルフの時はぜひユーザーテストをお願い
します。
久木留　商品ができたら、野呂先生に1台いき
ますね。他、いかがですか？　せっかくですから、
自分の体験談含めて、こんなものは商品になら
ないかというのはありませんか？齋藤実先生
齋藤　私は剣道をやっているのですが、剣道で
は距離ですね。距離、間合いといったものが大
事になります。GPSだと距離は出るのですが、
10cmとか5cmとか、さらに1cmだとか、そ
んなような間合いを見ているので、そこの距離
を測れるようなものというのは可能性としていか
がでしょうか？
中西　距離は体の距離ですか？　剣先の距離
とか、いろいろありそうですが。
齋藤　まずはどこでもいいのですが、体と体の
距離のほうがいいと思います。例えばそれだっ
たら可能性としてはいかがでしょうか？
中西　例えば大きなカメラがどこかに付いてい
て、画像を認識すると見えたりするでしょうし、
お互いの胴にセンサーを付けるとか、会話の時
の反射エコーを測定するとか、きっとそんなに
難しくないです。
齋藤　今エコーの話がありましたけれども、超
音波で以前私も試してやったことはあるのです
が、音波が体に当たる時点でもう気持ち悪くなっ
てしまうのです。もし今回紹介していただいた
ようなセンサ ぐーらいの大きさで距離が測れて
くると、バスケでも何でもそうなのですが、もっ
と人と近寄っていくような、相手を抜くとか、そ
ういったようなプロセスがあるような種目になる
と、そこには非常にまた新しい金脈があるので
はないかと思っています。もし何かありましたら
よろしくお願い致します。
中西　ありがとうございます。今テニスでよかっ
たなと思うことは、人とのコンタクト、接触がな
いので、電子機器も付けて許されるというのが
あります。多分、今後サッカーや剣道もそうで
すが、接触し始めると、今度は安全性や耐久
性の基準が一気に変わるはずなので、多分そう
いう所にもイノベーションというのはたくさんあ
るというのは感じてます。
質問者６　先ほど2015年から他のメーカー
のラケットに取り付けられるようにするというこ
とをお聞きしたのですが、その中にBabolatや
他のメーカーが入っていなかったというのは、
Babolatで本体にスマ トーテニスセンサーのよう
なものを組み込んであって、アプリなどで利用
できるものがあるというのを聞いたことがあるの
ですが、それも少し関係しているのですか？
中西　われわれはお客さまの視点で好きなメー
カ さーんのラケットに付いてもらったほうがいい
と思うので、どのメー カ さーんもウェルカムなの
ですが、例えばBabolatさんもBabolatプレイ
という商品が出ているので、多分、彼らのビジ
ネススタンス上、すぐ「Yes」とは言えないとい
うことだと思います。われわれも向こうの頭の中
のことは最後まで分からないのですが、影響し
ているのは間違いないと思います。
質問者７　今、錦織くんが活躍していて、日本
のテニス界は凄く注目されてきていると思うので
すが、これからも注目されていくためには錦織く
んのように強い選手が出てくることが欠かせな
いと思います。そこで、ソニ さーんのほうで、例
えば修三チャレンジではありませんが、ソニー
チャレンジみたいな、スマ トーテニスセンサ をー
使って強い選手を育成していくという話は今の
ところないのですか？　開発だけでしょうか？
中西　ちょっといいポイントだと思っていて、こ
の商品はセンサーで、そのデータを解釈して上
達につなげられる人はいいのですが、データを
見てスイング速度がどれぐらい、ではどうすれ
ばスイング速度が速くなるのかとか、どうすれ
ばうまくなるかというその解釈や教え方の部分
をきちんと埋めなくてはいけないというのは思っ
ています。そこで、テニススクールの人やテニ
スコーチの方に話をして、このツールを広げて
もらう人たちを増やす取り組みもやっています。
その先にソニープレゼンツ・スマ トーテニスセン
サーテニス大会みたいなことをやって、試合の
勝ち負けだけではなくて、スイング速度が上がっ
た人は何点とか、そういった大会なども実は面
白いかなというのがあるので、近々そういう企
画もやってみたいと思いました。
久木留　ありがとうございます。この後、二部
もありますので、ぜひ水梨さん、中西さんにい
ろいろ質問してください。そしていろいろ考えて
ください。せっかくの機会です。あとスマ トーテ
ニスセンサーの実体験もできますので、実際に
皆さんにやってもらって、速度などを測っても
らったりしますので、ぜひ体験してみてください。
　第一部、水梨さんと中西さん、ソニーのお二
人にもう一度拍手をお願いします。ありがとう
ございました。
